
日
没

桐野夏生
Natsuo Kirino

ポリコレ、ネット中傷、出版不況、国家の圧力。
海崖に聳える作家収容所を舞台に

「表現の不自由」の近未来を描く、戦慄の最新作！

私
の
中
の

「
書
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
仕
事
」

で
し
た
。

│ 
桐
野
夏
生

こ
れ
は
た
だ
の
不
条
理
文
学
で
は
な
い
。

文
学
論
や
作
家
論
や
大
衆
社
会
論
を
内
包
し
た

現
代
の
リ
ア
リ
ズ
ム
小
説
で
あ
る
。

国
家
が
正
義
を
振
り
か
ざ
し
て
蹂
躙
す
る
表
現
の
自
由
。

そ
の
恐
ろ
し
さ
に
、

読
む
こ
と
を
中
断
す
る
の
は
絶
対
に
不
可
能
だ
。

│ 

筒
井
康
隆
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あ
な
た
の
書
い
た
も
の
は
、

良
い
小
説
で
す
か
、

悪
い
小
説
で
す
か
？

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
人
の
苦
し
み
を
描
く
の
が

小
説
な
ん
だ
か
ら
、綺
麗
事
だ
け
じ
ゃ
な
い
よ
。

「私は今、『日没』という小説を書いています。それ
は、作家が次々と収容所に入れられる物語です。ま
るでどこかの国の話のようですが、日本でもあり得
ない話ではありません。ポリティカル・コレクトネ
スの行き過ぎた適用、つまりはネット的世論に出版
社が阿って、自主規制を始めた時に、私たち作家の
選別が始まるでしょう。そうなったとしても、私は
最後まで書きたいことを書こうと思っています」。
「（…）私たちが書く物語が、今の日本が向かう未来と
の闘いにならなければならない、と思っているから
です。文学は常に批判精神を失ってはいけないので
す。単なる「物語」と一線を画すのは、この批判精神
です。批判精神があれば、その「物語」は、消費される
ことはありません」

（2016年「江戸川乱歩国際シンポジウム」における、桐野氏の基調講演より）

1951年、金沢生まれ。成蹊大学法学部卒業。93年「顔
に降りかかる雨」で江戸川乱歩賞受賞。99年『柔らか
な頬』で直木賞、2003年『グロテスク』で泉鏡花文学
賞、04年『残虐記』で柴田錬三郎賞、05年『魂萌え！』で
婦人公論文芸賞、08年『東京島』で谷崎潤一郎賞、09
年『女神記』で紫式部文学賞、『ナニカアル』で10年、11
年に島清恋愛文学賞と読売文学賞の二賞を受賞。
1998年に日本推理作家協会賞を受賞した『OUT』で、
2004年エドガー賞（Mystery Writers of America主
催）の候補となった。2015年、紫綬褒章を受章。『ハピ
ネス』『バラカ』『とめどなく囁く』など著書多数。 

桐野夏生 （きりの・なつお）

小
説
家
・マッ
ツ
夢
井
の
も
と
に
届
い
た
一
通
の
手
紙
。

そ
れ
は「
文
化
文
芸
倫
理
向
上
委
員
会
」と
名
乗
る

政
府
組
織
か
ら
の
召
喚
状
だ
っ
た
。

出
頭
先
に
向
か
っ
た
彼
女
は
、断
崖
に
建
つ
海
辺
の
療
養
所
へ
と
収
容
さ
れ
る
。

「
社
会
に
適
応
し
た
小
説
」を
書
け
と
命
ず
る
所
長
。

終
わ
り
の
見
え
な
い
軟
禁
の
悪
夢
。

「
更
生
」と
の
孤
独
な
闘
い
の
行
く
末
は̶

。
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